
８．公立青少年教育施設の実践

１．施設紹介 
　神室少年自然の家は、平成２８年度より「３６の基
本的な動き」を取り入れた幼児の運動プログラム開
発・普及委員として参加いただき、事業の中で実践し
ています。

２．主催事業で、「３６の動きを取り入れた幼児の運動プログラム」を実施した事例 
　①主催事業名：神室フェスティバル
　②期日：平成２９年１０月２９日（日）
　③対象：幼児～一般
　④プログラム全体の内容　　雨天のため、館内プログラムとして実施

　⑤取り入れた活動内容　

　⑥成果・課題
　　○「かんたんなルール」「くりかえしチャレンジ」というキーワードで、保護者と一緒に子ども
　　　がやる気になって何度も何度も頑張る姿が見られました。
　　○「たぬき村の自由あそび」の中で運動遊びを行う予定でしたが、雨天のため、館内での活動
　　　に限られてしまいました。今後は、館内での遊びの種類を増やしたいと思います。

＜参考＞たぬき村での自由あそびの風景
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神室島・わたる！

3．受け入れ事業で、「３６の動きを取り入れた幼児の運動プログラム」を
    実施した事例
　①団体名：各保育園・幼稚園、小学校、子ども会等
　②期日：年間を通じて
　③対象：幼児、小学生
　④新しく取り入れた活動内容

　⑤取り入れた活動内容　
　　○所の館内スペースを活用してロープによる島渡りゲームコーナーを作ったところ、ゲーム
　　　性の高い活動の中で「つかむ・ぶらさがる・のる」動きが生まれ、子どもたちが楽しみながら
　　　意欲的に取り組む姿が見られました。
　　○子どもたちがいきいきと活動している姿を通して保育園、幼稚園、小学校の先生方に３６
　　　の動きの情報や有効性を話題提供するきっかけができました。

　⑥受け入れ事業で継続しておこなっているその他の活動

担当の感想
　「３６の動き」を意識することで、所の遊びプログラムを増やすヒントが生まれました。
　また、従来おこなってきた遊びプログラムの中に含まれている「基本的な動き」について検討す
ることで、活動の意義の再発見につながりました。

【山形県神室少年自然の家　　福澤　徹】
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